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●2008夏 越後妻有 大地の祭り
●十日町石彫シンポジウム／十日町市里山センター
●長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
●国民健康保険税率決定
●十日町病院等医療提供体制検討会／トキめきのキセキ
●十日町市民環境会議／水道事業のお知らせ
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報ほか
●まちの話題 TOPICS
●お知らせ・ガイドほか
●ジュニア芸術祭 －水沢小学校－
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　オカリナの奏でる澄んだ音色に合わせて無数のゲンジ
ボタルが舞い始める。なんともいえないこの幻想的な雰
囲気にみんなうっとりです。西田尻集落を元気付けようと
イベントを企画した、清津峡ホテルせとぐちの樋口克久さ
ん（西田尻・52歳）。市内で楽器店を営む池田靖啓さん
（如来寺・57歳）の吹くオカリナの音色がやさしく包み込
みます。

愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。愛称「だんだん」は、方言のあいさつ「だんだんどうも」、「河岸段丘・棚田」、「ステップアップ」などを表しています。
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来年の大地の芸術祭に向けて！

会期前半（８月１日～16日）の催しのお知らせ

来年の大地の芸術祭に向けて！

「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」「2008 夏 越後妻有 大地の祭り」
　今回は「2008夏 越後妻有 大地の祭り」のうち8月1日㈮から16日㈯に行われる催し物
をお知らせします。来年の芸術祭につながるイベントやワークショップが目白押しです。
ぜひご参加ください。

観光交流課芸術祭推進室　☎757-2637 ／まつだい農舞台事務局　☎595-6310問合せ

②

　
こ
れ
ま
で
3
回
の
芸
術
祭
で
制
作
さ

れ
、
現
在
も
展
示
し
て
い
る
約
１
６
０
点

の
ア
ー
ト
作
品
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。
一

度
見
た
け
れ
ど
ま
た
見
た
い
作
品
、
見
よ

う
と
思
っ
て
い
て
ま
だ
見
て
い
な
い
作
品

な
ど
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
地
の
芸
術
祭
恒
久
作
品

　
　
１
６
０
点
を
一
挙
公
開

作品鑑賞にはパスポートがお得です
　作品鑑賞用パスポートがあれば、会期中すべての作
品を観賞できます。（発売は、７月25日㈮から）
●料金＝大人2,000円、小・中学生1,000円
　　　　（会期中有効、県内小中学生は無料）
●パスポート販売取扱所
　分庁舎、各支所、公民館、十日町駅（ほっくほく何
　でも案内所）、まつだい駅（観光案内所）、キナーレ、
　光の館、農舞台、キョロロ、各空家作品ほか

　里山の豊かな自然
の中で五感を全開に
して遊び、学び、考
え、体験する越後妻
有ならではのサマー
キャンプ。今回は、
宇宙物理学者の池内
了さんを講師に迎
え、ユニークな学び
と体験が楽しめま
す。

●日程：８月１日㈮～４日㈪　３泊４日　
●参加料金：45,000円
●定員：25人（最少催行人数：15人）
●申込締切：７月22日㈫
●対象：小学１年生～中学３年生
●宿泊：三省地区コミュニティ施設（松之山・小谷）

最高の夏休みをつくろう！
越後妻有こどもサマーキャンプ

妻有の祭り

　地元の祭りに鬼太鼓座やアーティストが加わって、
祭りを盛り上げます！
８月２日㈯　コモ通り夏まつり（十日町・コモ通り）
８月13日㈬　中津地区盆踊り大会（津南町）
８月14日㈭　真夏の雪まつり（松之山・大厳寺高原）
　　　　　　木和田原・盆踊り（松代）　
　　　　　　三省地区・盆踊り（松之山）　
　　　　　　元町・夏祭り（川西）
８月15日㈮　星峠・盆踊り＋日大芸術学部有志（松代）
８月16日㈯　清津川・川っぺり音楽祭
　　　　　　（中里・清津川フレッシュパーク）
　　　　　　上野・盆踊り（川西）

2008夏　越後妻有　大地の祭り　前半の主な催し

里山かくれんぼ
　里山を走り回る缶けり大会。子ども、大人、お客さ
ん、集落のおじいちゃん、おばあちゃんもみんなで楽
しむスポーツ。５人で１チーム、個人・グループ出場
者募集中！
●日時：８月14日㈭　午後３時～　
●会場：大厳寺高原（真夏の雪まつり共催）

日比野克彦　明後日新聞社主催
アサッテカップ

　毎年恒例、泥んこサッカー大会アサッテカップ。参
加チーム募集中。
●日時：８月15日㈮　午前10時～午後４時　
●会場：明

あ さ っ て

後日新聞社本社（松代・莇平）　
●参加費：500円

中村敬
伊沢創作和紙であかりをつくろう

　犬伏・伊沢和紙の職人とともに創作和紙を制作して
いる作家といっしょに、キャンドルをともす小さなあ
かりをつくろう。
●日時：８月16日㈯　午後２時～４時
●会場：池ノ窪の家（松代・犬伏）　
●参加費：1,500円
※会期中、試作品などを連日公開（午前10時～午後５時）

イベント・ワークショップ
楽しい催し盛りだくさん

カボチャの空に、民話の星々
　廃校を利用した「絵本と木
の実の美術館（仮称）」が、
来年夏に開館します。開館準
備が進められているこの美
術館で、絵本作家・田島征三
さんが数百個のカボチャを
つり下げた作品や民話を描
いた原画の展示、コンサー
ト、ワークショップなど、大
人も子どもも楽しめる事前公開を行います。
●日時：８月1日㈮～ 31日㈰午前10時～午後５時　
●会場：旧真田小学校（十日町・鉢）
●入場料：500円（パスポートで入場できます）

木の実とハッパのワークショップ
　田島さんといっしょに、木の実と葉っぱでアートを
創ります。
●日時：８月３日㈰　午後１時～２時30分
●会場：旧真田小学校（十日町・鉢）　
●参加費：500円（別に入館料500円が必要）

倉谷拓朴　遺影撮影ワークショップ
　あなたの生きたあかし「遺影写真」を撮影するワー
クショップ。集落の思い出がたくさん集まった写真館
で、新たな記録が刻まれます。
●日時：８月１日㈮～ 31日㈰　午前10時～午後５時
●会場：名ヶ山写真館（十日町・名ヶ山）
●撮影料：3,000円（入館料込み）　　

ベリースプーン
　世界で一つだけのベリージャムを作ろう。
●日時：会期中の土・日・月・火曜日　
　　　　午前10時30分～ 11時30分
●会場：ナカゴグリーンパーク
●参加費：500円
　　　※喫茶もオープン（午前10時～午後４時）　　

ミュージックコンサート
「かぼちゃライブ」

　カボチャをつり下げた作品の中で、田島征三さんと
仲間たちがにぎやかに歌います。
●日時：８月２日㈯　午後４時～５時
●会場：旧真田小学校（十日町・鉢）　
●参加費：1,000円（別に入館料500円が必要）

数多い作品を効率よく鑑賞して回るには、アート
マップがおすすめ。作品を写真で紹介しているので
分かりやすく、地域の主要な道路や施設も載ってい
るので大変便利です。大地の祭り必須のマップです。

●料　金：100円（税込）
●販売所：市役所２階（総務課広報広聴係）、分庁舎、

各支所、中央公民館、博物館、情報館、十日町駅
（ほっくほく何でも案内所）、クロス10、キナーレ、
星と森の詩美術館、光の館、千年の湯、松葉荘、
仙田体験交流館、ミオンなかさと、ゆくら妻有、
ラピーヌ雪街道、
清津峡渓谷トンネ
ル、農舞台、まつ
だい駅（観光案内
所）、キョロロ

作品鑑賞には　　　　　　　　　
アートマップ（地図）が便利です
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十日町市里山センター
が開設されました
十日町市里山センター
が開設されました

　
十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー
は
中
山
間

地
域
の
集
落
支
援
を
一
番
大
き
な
課
題

と
し
て
い
ま
す
。
集
落
に
か
か
わ
る
市

の
業
務
は
農
林
、
建
設
、
産
業
、
福
祉

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
里
山
セ
ン
タ
ー

は
集
落
と
行
政
の
調
整
役
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

集
落
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上

で
、具
体
的
な
支
援
策
を
提
供
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
集
落
づ
く
り
に
貢
献
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上村　良一さん (60歳)  

統括支援員に就任した

集落再生のお手伝いをします 
第14回十日町石彫シンポジウム

期　　　　間

市総合体育館  北側広場公開制作会場

い
が
み
ま
さ
と

居
上
真
人

背
中
が
　
な
に
や
ら

さ
わ
が
し
い
ぞ

■
設
置
場
所

　
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
本
町
６
）

ま
つ
か
わ
ぜ
ん
こ
う

松
川
善
光

永
久
機
関

■
設
置
場
所

　
十
日
町
商
工
会
議
所
（
駅
通
り
）

よ
こ
や
ま
た
い
か
ん

横
山
大
観

守
亀

■
設
置
場
所

　
前
菜
屋
た
ん
と
（
本
町
２
）

　真夏の炎天下、彫刻家が石材彫刻に挑む夏の風物詩。アートのかおるまちづくり事業「石彫シンポ

ジウム」の季節がやってきました。皆さんも公開制作会場に足を運んで、参加作家との交流や作家展、

体験教室を楽しみませんか。また、この石彫シンポジウムを発信するために、ホームページ（http://

tokamachi-sekichyo-sym.net/）を開設しました。

　
十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
里
山
セ
ン
タ
ー
）
が
、
７
月
１
日
㈫
に
十
日
町

市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
里
山
セ
ン
タ
ー
は
、
中
越
地
震
で
被
災
し
た
中
山
間

地
の
復
興
に
向
け
て
長
岡
市
に
設
立
さ
れ
た
﹁
財
団
法
人
　
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
﹂

の
県
内
５
か
所
目
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
関
（
分
所
）
で
す
。
集
落
が
主
体
的
に
取
り
組
む

地
域
振
興
・
産
業
振
興
な
ど
、
集
落
再
生
活
動
へ
の
各
種
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
支
援
組
織

　
里
山
セ
ン
タ
ー
は
平
成
24
年
度
ま
で
の

５
年
間
設
置
さ
れ
ま
す
。
統
括
支
援
員
を

含
め
て
、
公
募
し
た
支
援
員
３
人
と
臨
時

職
員
１
人
の
４
人
体
制
で
行
い
ま
す
。（
将

来
的
に
は
臨
時
職
員
を
含
め
て
６
人
体

制
）

●
支
援
員
の
役
割

　
里
山
セ
ン
タ
ー
は
行
政
と
住
民
の
協
働

に
よ
る
地
域
振
興
を
実
現
す
る
た
め
、
地

域
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
行
政
と
の
調

整
業
務
を
行
い
ま
す
。

●
支
援
活
動

　
高
齢
化
集
落
等
対
策
支
援
を
中
心
と
し

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
や
活
性
化

支
援
、農
村
の
活
性
化
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
要
望
に
よ
る
復
興
基
金
や
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
提
案
な
ど
の
支
援
を
行
い
な

が
ら
、
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
中
山
間
地
域
高
齢
者
集
落
（
65
歳

以
上
の
人
口
比
率
が
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
集
落
）
に
対
し
て
は
、
重
点
的
に
対
応

や
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構
は
、
各
里
山
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
広
域
連
携
の
強
み
を
生
か

し
て
、
集
落
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
単
独
の
自
治
体
で
は
行
い
に

く
い
首
都
圏
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
や
海

外
で
の
P
R
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

︻
主
な
支
援
活
動
】

①
中
山
間
地
域
高
齢
化
集
落
対
策
支
援

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
�
の
再
建
・
活
性
化

支
援

③
農
村
の
活
性
化
支
援

④
地
域
の
要
望
に
よ
る
復
興
基
金
・
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
提
案
な
ど

里山センターの支援員の皆さん
　　「集落再生に向けて頑張ります」

財
団
法
人
　
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構

　
中
越
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中

山
間
地
域
の
創
造
的
復
興
に
向
け
て
、

平
成
19
年
４
月
１
日
に
長
岡
市
に
組
織

さ
れ
た
法
人
で
、
主
に
震
災
復
興
基
金

で
運
営
さ
れ
ま
す
。
長
岡
市
に
３
つ
の

サ
テ
ラ
イ
ト
が
あ
る
ほ
か
、
南
魚
沼
市

に
南
魚
沼
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
長

岡
で
は
中
山
間
地
の
魅
力
を
発
信
す
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
力
を
入
れ
た

り
、
南
魚
沼
で
は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
天
地
人
」
の
支
援
に
力
を
入
れ
た
り

す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

７月26日㈯～８月17日㈰

十日町市里山センター　☎750-5260問合せ
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■
日
時

：

８
月
１
日
㈮
�
17
日
㈰
午
前
10

時
�
午
後
７
時
■
会
場

：

ギ
�
ラ
リ
ー
六

坪
（
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
西
口
）

■
入
場
料

：

無
料

 
石
を
け
ず
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

を
作
ろ
う
！

■
日
時

：

８
月
３
日
㈰
午
前
９
時
30
分
�

２
時
間
程
度
■
会
場

：

市
総
合
体
育
館
北

側
広
場
■
参
加
費

：

無
料
■
申
込
み

：

８

月
１
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ま
で

石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
問
合
せ
は

 
 
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

 
 
 
 
 
 
☎
７
５
７
|
８
９
１
８

作
家
展
（
参
加
作
家
に
よ
る
小
作
品
展
）

彫
刻
体
験
教
室

十
日
町
T
M
O

　
　
街
な
か
石
彫
作
品
活
用
事
業

■
石
彫
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
専
用
応
募

券
あ
り
） ７
月
26
日
㈯
�
８
月
18
日
㈪

 
応
募
者
に
は
抽
選
で
十
日
町
商
品
券

を
贈
り
ま
す
。

■
第
３
回
石
彫
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
（
小

学
生
対
象
）
締
め
切
り

：
８
月
11
日
㈪

 
作
品
は
、
中
心
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー

ド
に
掲
示
し
、
応
募
者
に
は
図
書
券
、

優
秀
作
品
に
は
賞
を
贈
り
ま
す
。

問
合
せ

：

十
日
町
商
工
会
議
所

 
 
 
 
 
☎
７
５
７
|
５
１
１
１



　
こ
れ
ま
で
は
、
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の

人
の
所
得
状
況
で
判
定
し
て
い
た
窓
口
自

己
負
担
割
合
が
、
８
月
か
ら
は
世
帯
の
長

寿
医
療
制
度
加
入
者
の
所
得
状
況
で
判
定

し
ま
す
。

１
割
負
担
と
な
る
人

　
世
帯
の
加
入
者
全
員
が
、
住
民
税
課
税

所
得
１
４
５
万
円
未
満
の
世
帯

３
割
負
担
（
現
役
並
み
所
得
者
）
と
な
る
人

　
世
帯
の
加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
世

帯　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
対
象
者
に
は
、
案
内
し
ま
す
）

●
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の
場
合

　
収
入
の
合
計
金
額
が
３
８
３
万
円
未
満

の
世
帯

●
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い
る
場
合

　
加
入
者
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額
が

５
２
０
万
円
未
満

※
今
回
の
判
定
方
法
の
変
更
に
よ
り
３
割

負
担
（
現
役
並
み
所
得
者
）
に
な
っ
た
人

で
、
従
来
の
判
定
方
法
で
は
１
割
負
担
に

該
当
す
る
場
合
は
、
平
成
22
年
7
月
ま
で

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
一
般
に
据

え
置
く
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
の
窓
口
自
己
負
担
割
合

の
判
定
方
法
が
変
わ
り
ま
す

（後期高齢者医療制度）
長寿医療制度長寿医療制度長寿医療制度

①
保
険
証
の
色
が
桃
色
に
変
わ
り
ま
す

　
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
７
月
31

日
㈭
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
１

日
㈮
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
保
険
証
の
記
載
事
項
に

誤
り
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
介
護
国

保
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
古
い
保
険
証
は
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
か
ら

　保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

平
成
20
年
度
保
険
料
の

　
　
　確
定
額
を
通
知
し
ま
す

②
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
の
判
定
　
　

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

割
合
は
、
前
年
の
所
得
状
況
に
よ
り
判
定

し
て
い
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い

保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
窓
口
自
己
負

担
割
合
は
、
平
成
19
年
中
の
所
得
状
況
に

基
づ
く
判
定
で
す
。
　

　
平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
の
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

算
定
方
法

　『
所
得
割
額
』
と
『
均
等
割
額
』
を
合

計
し
た
額
が
、
年
間
保
険
料
額
と
な
り
ま

す
。（
限
度
額
は
５
０
０
、
０
０
０
円
）

○
平
成
19
年
中
の
加
入
者
と
世
帯
主
の

合
計
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人
は
、

均
等
割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
制
度
加
入
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
（
市
町

村
国
保
・
国
保
組
合
を
除
く
健
康
保
険
）

の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
平
成
20

年
度
の
年
間
の
保
険
料
額
が
１
、
７
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
申
請
は
不
要
で
す
。

【
お
願
い
】

　
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
確
認
作
業

の
遅
れ
の
た
め
、
本
来
は
軽
減
さ
れ
る

人
が
保
険
料
通
知
で
軽
減
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
の
対
象
と

な
る
人
は
、
保
険
料
通
知
が
手
元
に
届

い
た
ら
軽
減
額
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
、
介
護
国
保
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
制
度

保
険
料
の
納
付
方
法

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
に
よ
り
納
め
る
『
特
別
徴
収
』
と

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
る
『
普

通
徴
収
』
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て

特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
保
険
料
額
決

定
通
知
書
に
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る

人
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

〈計算例〉
　後期高齢者医療保険への加入者が２人で、夫の所得金額が150万円、

妻の所得金額が０円の世帯の場合

①所得割額（前年中の総所得金額－基礎控除33万円）×料率（7.15％）

　　　　　（150万円−基礎控除33万円）×7.15％＝83,655円

②均 等 割　35,300円（１人あたり）

平成20年度後期高齢者医療保険料額
夫：（①＋②）＝118,900円（100円未満切り捨て）
妻：　（②）　　＝ 35,300円

旧保険証
（薄緑色）

7月31日
まで有効

新保険証
（桃色）

８月1日
から有効

⇦
７
月
下
旬
に
送
付

・８月１日から保険証

　が新しくなります

・平成20年度保険料の

　確定額を通知します

・保険料の納付方法

問合せ
介護国保課国保係　☎ 757-3735〜お知らせ〜

《平成20年度の保険料の納付方法・納付時期》

（１）４月から、年金からの天引きにより納めている人【特別徴収】

 

　今回確定した１年間の保険料額から、４・６・８月に徴収（仮徴収）した金額を差し

引いた残額を10・12・２月の３回の年金支給時に徴収（本徴収）となります。

　なお、４・６・８月に徴収（仮徴収）した金額が、確定した年間保険料額を上回った

場合は、その上回った保険料を還付します。（後日還付に関する通知が届きます） 

（２）７月から、納付書または口座振替で納める人【普通徴収】

 

　今回確定した１年間の保険料額を、平成20年７月～平成21年３月に納めてもらいま

す。保険料の確定通知に納付書が同封されていますので、ご確認ください。

　なお、制度加入前日において会社の健康保険などの被用者保険や国保組合（市町村国

保を除く）に加入していた人で、年金額が年額18万円以上で介護保険料と合わせた保

険料額が年金受給額の２分の１を超えない場合は、平成20年７月～９月まで普通徴収

で、10月から特別徴収（年金からの納付）となります。

（３）10月から納める人

対象：被用者保険の被扶養者だった人。年間保険料は一律1,700円です。

　年金の支給額などにより、特別徴収か普通徴収のいずれかで納めてもらいます。

※６月以降に制度に加入した人には、誕生月の約２か月後に保険料額の通知書をお届け

します。納付方法・納付時期などについては、通知書を確認してください。

４月 ６月 ８月 10月 12月 2月

仮徴収 本徴収

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

暫定賦課
確定賦課

平成20年度は行いません

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

特別徴収
（天引）

700円 500円 500円

普通徴収 700円 200円 200円 200円 200円 200円
保険料凍結期間

6市報とおかまち『だんだん』平成20年7月10日号市報とおかまち『だんだん』平成20年7月10日号7



　
高
齢
化
や
医
療
費
の
増
加
の
な
か
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
率
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
っ
た
こ
と
で
、
国
民
健
康
保
険
税
も

従
来
の
「
医
療
分
」
に
加
え
「
後
期
高
齢

者
医
療
支
援
分
」
が
新
た
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
分
の
税
率
の

分
割
に
と
ど
め
て
い
ま
す
の
で
、
税
率
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
医
療
分
と

支
援
分
の
合
計
の
限
度
額
は
、
国
の
基

準
変
更
に
沿
い
５
９
０
、
０
０
０
円
（
19

年
度
は
医
療
分
の
み
で
５
６
０
、
０
０
０

円
）
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
介
護
分
は

９
０
、０
０
０
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保

険
者
と
し
て
介
護
納
付
金
分
を
合
わ
せ
た

額
が
国
民
健
康
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
の
納
入
通
知
書
は
、
７
月
15
日

㈫
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
保
険
税
を
出
し
合
い
助
け

合
う
制
度
で
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
高
齢
化
や

医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
全

国
的
に
医
療
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
で
も
平
成
15
年
度
は
約
48
億

円
（
旧
市
町
村
合
算
）
だ
っ
た
医
療
費

が
、
平
成
19
年
度
に
は
約
59
億
円
と
な

り
、
５
年
間
で
約
20
％
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
１
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
年
額
約
23
万
円
で
、
総
額
で
保
険
税

収
入
の
約
３
・
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
に
気
を
付
け

る
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
で
す
。

年
々
増
え
て
い
る

　
　
保
険
給
付
費（
医
療
費
）

　
今
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
を
軽
く
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。

①
平
等
割
額
の
減
額
に
つ
い
て

　
国
保
の
被
保
険
者
だ
っ
た
人
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
り
、
世
帯
内
の
国
保

の
被
保
険
者
が
１
人
に
な
っ
た
場
合
は
、

平
等
割
額
の
半
額
を
減
額
し
ま
す
。（
減

額
期
間
は
５
年
間
）

②
均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
所
得
に
応
じ

た
軽
減
に
つ
い
て

　
国
保
の
被
保
険
者
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
っ
た
人
を
、
軽
減
判
定
の
対

象
に
含
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
前
と

同
様
の
軽
減
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
軽
減
期
間
は
５
年
間
）

③
被
用
者
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
に
つ
い
て

　
被
用
者
保
険
の
本
人
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
被
扶
養

者
か
ら
国
保
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
人

で
、
65
歳
以
上
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
税
の
所
得
割
・
資
産
割
の
減
免
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
減
免
期
間
は
２
年
間
）

　
特
別
徴
収
の
対
象
世
帯
は
、
世
帯
主
の

年
金
か
ら
保
険
税
が
天
引
き
で
徴
収
さ
れ

ま
す
。
対
象
は
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
世
帯
で
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
。

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額

が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険

税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
て
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設

に
と
も
な
う
緩
和
措
置

10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

国民健康保険税の計算例
２人暮らしで自営業を営む世帯の場合

★世帯の中の国保加入者（夫50歳・妻48歳）…２人

★営業所得…………………………………… 150万円

★固定資産税額（土地・家屋）…………… 45,000円

〈医療分〉

　①所 得 割　

　　（150万円−基礎控除33万円）×4.3％＝50,310円

　②資 産 割　45,000円×27％＝12,150円

　③均 等 割　２人×15,700円＝31,400円

　④平 等 割　23,000円

　　Ａ　合計（①＋②＋③＋④）＝116,800円

　　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨て）

〈支援分〉

　①所 得 割　

　　（150万円−基礎控除33万円）×1.9％＝22,230円

　②均 等 割　２人×8,300円＝16,600円

　　B　合計（①＋②）＝38,800円

　　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨て）

〈介護分〉

　①所 得 割

　　（150万円−基礎控除33万円）×1.0％＝11,700円

　②均 等 割　２人×8,000円＝16,000円

　　C　合計（①＋②）＝27,700円　

世帯の国民健康保険税の合計

Ａ＋Ｂ＋C＝183,300円

　国民健康保険証と高齢受給者証（該当者のみ）の更新分を世帯単位で郵送します。学生の保険証も、市内の

家族あてに郵送します。発送は７月25日㈮の予定です。今までの保険証と高齢受給者証は７月31日㈭をもって

使えなくなりますので破棄してください。

　保険証が届きましたら、住所･世帯主氏名･被保険者氏名などを確認し、記載事項に誤りがある場合は届け出

てください。また、裏面の注意事項をよくお読みください。

【有効期限について】

　通常の有効期限は平成21年７月31日ですが、制度改正に伴い次の人は有効期限が異なります。

①平成21年７月31日までに75歳に到達する人

②現在、退職者医療制度の適用を受けている人で平成21年７月１日までに65歳に到達する人、および被扶養者

　有効期限が平成21年７月31日でない人には、期限が切れる前に新しい保険証を送付します。

国民健康保険証と高齢受給者証の更新のお知らせ
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決
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20

0
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30
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15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

60億
円

■保険給付費など　■保険税賦課金

国民健康保険税額と保険給付費（医療費）の推移

保険税の計算例は９ページを参照してください。

所得割

医療分

6.2％

資産割 27.0％

均等割 24,000円

平等割 23,000円

限度額 560,000円

所得割

介護分

1.0％

均等割 8,000円

限度額 90,000円

所得割

医療分

4.3％

資産割 27.0％

均等割 15,700円

平等割 23,000円

限度額 470,000円

所得割

介護分

1.0％

均等割 8,000円

限度額 90,000円

所得割

支援分

1.9％

均等割 8,300円

限度額 120,000円

20年度
税　率

19年度
税　率

据え置き

限度額合計
590,000円
（30,000円増）

所得割・均等割
を分割

問合せ
介護国保課国保係
☎ 757-3735
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　６月23日㈪、市役所本庁で十日町病院と松代病院のあり方などについて、

専門的な立場やさまざまな観点から検討する「十日町病院等の医療提供体制

に関する検討会」（座長：伊藤正一）の第４回の会合が行われました。

　検討会をはじめ地域医療に関する事項について、市のホームページでもお知らせしますので、

市ホームページ＞医療・保健・福祉＞地域医療　をご覧ください。

　
●
問
合
せ

　
　
健
康
支
援
課
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室
　
☎
７
５
７
︱
３
１
８
７

十
日
町
病
院
の
運
営
主
体
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
県
に
要
望
し
ま
し
た

　今回は「十日町病院、松代病院のあり方」をテーマとして、

医療・保健・福祉分野の国・県・市の各種計画や平成18年

に市が策定した十日町地域中核病院構想などを基に、県の事

務局（病院局）から両病院の診療機能などのたたき台が示さ

れ、これに基づいた検討が行われました。

　次回も引き続いて検討されるほか、「市、県等の役割分担」

もテーマに開催される予定です。また、県の人事異動などに

伴い、委員２人に次のとおり変動がありました。

　佐久間義幸委員→関川憲司委員（病院局業務課長）

　布施克也委員→鈴木善幸委員（松代病院長）

　
６
月
24
日
㈫
、
十
日
町
病
院
の
公
設
民

営
時
の
運
営
主
体
に
つ
い
て
、
次
の
趣
旨

の
要
望
書
を
市
長
と
市
議
会
議
長
連
名
で

県
に
提
出
し
ま
し
た
。

①
十
日
町
病
院
の
運
営
主
体
に
つ
い
て

は
、
医
療
法
第
31
条
に
定
め
の
あ
る
公
的

医
療
機
関
と
し
て
県
内
で
16
の
病
院
経
営

を
行
い
、
病
院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
医
師
や
看
護
職
な
ど
の
確
保
が
期

待
で
き
、
当
市
で
も
中
条
病
院
・
中
条
第

二
病
院
で
医
療
実
績
や
地
域
と
の
信
頼
関

係
が
あ
り
、
当
地
域
の
医
療
を
積
極
的
に

担
う
熱
意
の
あ
る
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
を
第
１
候
補
と
し
て
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

②
公
設
民
営
後
も
医
師
確
保
や
医
療
提
供

機
能
の
向
上
に
向
け
て
、
運
営
主
体
と
密

接
な
連
携
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
要
望
は
、「
公
設
民
営
の
方
針
が

出
さ
れ
て
い
る
十
日
町
病
院
の
早
期
改
築

を
図
る
に
は
、
運
営
主
体
を
交
え
た
具
体

的
な
検
討
が
必
要
」
と
考
え
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
運
営
主

体
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
化
し
、
新
十

日
町
病
院
の
一
日
も
早
い
改
築
に
資
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　６月19日㈭、ＪＡ十日町農産物集出荷施設（北鐙

坂）で「ＪＡ十日町　国体パッケージえのき・なめこ出

発式」が開催されました。出発式では、最初にＪＡ十日

町の澤口茂利経営管理委員会会長とトキめき新潟国体冬

季大会等十日町市実行委員会の田口直人会長（十日町市

長）があいさつ。続いて両会長が初出荷セレモニーとし

てえのき・なめこの箱詰め作業を行いました。その後、

えのき・なめこの箱詰

めをトラックに積み込

み、参加者全員が拍手

で初出荷の出発を見送

りました。

JA十日町　国体パッケージ
えのき・なめこ出発式

トキめき新潟国体パッケージの

「えのき」「なめこ」が
　　　　　　　　　発売されました！

　ＪＡ十日町か

らトキめき新潟

国体パッケージ

の「えのき」と

「なめこ」が発

売されました。

ＪＡ十日町が全国10％と高いシェアを誇るえのき

となめこのパッケージデザイン一新に伴い、「トキ

めき新潟国体冬季大会スキー競技会クロスカントリ

ー競技十日町市開催」をＰＲする新デザインを取り

入れたものです。パッケージ使用期間は大会開催ま

での８か月間。期間中はえのき・なめこともに各約

1,000万パック（袋）が大手スーパーなど全国各地

に出荷されます。ぜひお買い求めください。

　トキめき新潟国体ではＪＡグループ新潟（ＪＡ新潟中

央会）が新潟県実行委員会のオフィシャルサポーター（協

賛企業）となっており、系統組織であるＪＡ十日町も国

体のロゴやトッキッキを無償で使用することが可能とな

ったため実現したものです。今回の取り組みはＪＡグル

ープ新潟として、また同グループ内の傘下ＪＡとしても

県内初の取り組みとなります。

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
�
競
技
会

モ
�
グ
ル
種
目
の
十
日
町
市
開
催
が
決
定
！

　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
で
﹁
モ
ー
グ
ル
﹂
が
追
加
種
目

と
な
り
、
十
日
町
市
（
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
）
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、﹁
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
﹂
と
﹁
モ
ー
グ
ル
﹂
の
２
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季
大
会

　
　
　
　
　
ス
キ
�
競
技
会
種
目
一
覧

●
正
式
競
技

・
ア
ル
ペ
ン
（
湯
沢
町
）

・
ジ
�
ン
プ
（
南
魚
沼
市
）

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
十
日
町
市
）

●
公
開
競
技

・
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
津
南
町
）

●
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
�
ン
と
し
て
の

　
ス
ポ
ー
ツ
行
事

・
モ
ー
グ
ル
（
十
日
町
市
）

・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ジ
�
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

 
ロ
ー
ム
（
妙
高
市
）

・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
（
妙
高
市
）

　
追
加
種
目
は
６
月
20
日
㈮
に
東
京
都
で

行
わ
れ
た
㈶
日
本
体
育
協
会
第
２
回
国
体

委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
モ
ー
グ
ル
の

ほ
か
、「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
」「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ク
ロ
ス
」

（
と
も
に
妙
高
市
）
の
開
催
も
決
定
し
ま

し
た
。
３
種
目
と
も
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
㈶
全
日
本
ス
キ
ー
連

盟
公
認
の
全
国
大
会
で
す
が
、
国
体
の
総

合
成
績
（
天
皇
杯
・
皇
后
杯
）
の
得
点
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆期日：平成21年２月17日㈫～

　　　　19日㈭の３日間（予定）

◆会場：松之山温泉スキー場

◆参加選手：男女計約200人（予定）

　

　モーグルはコブのある急斜面を途

中２回のジャンプ（エア）を行って

滑り、ターン技術・エア演技・スピ

ードの合計点数を競う競技です。国

体でのモーグル種目開催は、平成

14年（2002）に松之山温泉スキー

場で行われた「にいがた妙高国体」

以来７年ぶりとなります。

モーグル種目概要

第４回十日町病院等の医療提供体制
に関する検討会が行われました
第４回十日町病院等の医療提供体制
に関する検討会が行われました
第４回十日町病院等の医療提供体制
に関する検討会が行われました
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レジ袋を減らしてゴミを減らそう！

　レジ袋の年間使用枚数は、国民１

人あたり約300枚と言われていま

す。十日町市は人口が約62,000人

ですので、1,860万枚が使用されて

いることになります。レジ袋１枚作

るのに20ミリリットルの原油が必

要とされているので、原油に換算す

ると、年間372キロリットル、200

リットルのドラム缶で1,860本分の

原油が使われていることになりま

す。

　すでに市内の事業所では、レジ袋

削減の取り組みとしてマイバッグを

持参してレジ袋を利用しない人にス

タンプサービスを実施したり、店頭

でレジ袋の回収などを行ったりして

いるところもあります。レジ袋の削

減に向けた取り組みを広く推進する

ため、市内の大型店７事業所と十日

町商工会議所、各地区商工会商業部

会の代表者などをメンバーとする意

見交換会を立ち上げました。

　現在、各事業所の店頭で実施して

いる、レジ袋削減市民アンケート調

査の結果を参考にしながら、市全体

でのレジ袋削減に向けて取り組んで

いきます。

　市は、ごみの減量と二酸化炭素排出削減を進め、環境にや

さしい循環型社会を目指しています。

　その対策の一環として、買い物レジ袋を削減するため、市

内の大型店７事業所と十日町商工会議所、各地区商工会商業

部会の意見交換会を立ち上げ、活動を始めています。

入会の連絡・問合せ（事務局）
市民生活課環境政策室
環境企画係　☎：757-3740 
　　　　　FAX：752-4635
e メール : th-kankyo@city.  　   
　　　　　tokamachi.niigata.jp

会　員 年会費

個人会員 1,000円

団体会員 2,000円

法人会員 3,000円

環境を守るために
いっしょに活動しませんか！

会員募集！
十日町市民環境会議

平成19年度水道事業下半期の業務状況と20年度予算をお知らせします。
■問合せ　上下水道局事務係 ☎757-3115（内線93）

給水業務量の状況

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

損益計算書平成19年10月１日
　　〜20年３月31日

平成19年10月１日
　　〜20年３月31日

区　　　分
19年度
下半期

18年度
下半期

前年度比

増　減 比率（％）

給水戸数（栓） 12,157 12,226 △69 △0.6

給
水
量

総　　数（㎥） 1,861,779 1,881,432 △19,653 △1.0

一日平均（㎥） 10,174 10,337 △163 △1.6

※給水戸数は、調定件数（平均）です。

※給水量は、収入調定水量です。

収　入
3億9,154万円

支　出
3億7,707万円

水道料金
3億7,322万円
95.3％ 特別利益

（災害復旧工事補償金ほか）
1,519万円 3.9％

支払利息
4,527万円12.0％

減価償却費
8,088万円
　　21.4％

人件費 5,050万円
13.4％

動力費
3,469万円
9.2％

委託料
2,702万円 7.2％

修繕費
6,392万円
16.9％

その他
5,574万円
14.8％

その他
313万円 0.8％

特別損失
（災害復旧工事費ほか）
1,905万円 5.1％

収　入
7億9,746万円

支　出
6億3,308万円

水道料金
7億8,607万円
98.6％

支払利息
6,882万円 10.9％

減価償却費
1億3,999万円
22.1％

人件費 1億136万円 16.0％動力費
7,294万円
11.5％ 委託料 6,427万円 10.2％修繕費

8,980万円
14.2％

その他
9,590万円
15.1％

その他
1,139万円
1.4％

収入
5億6,118
万円

支  出
9億2,123万円

補償金
3,722万円
6.6％

負担金 460万円 0.8％

企業債
5億1,200万円
91.3％

その他
1,138万円
1.3％

加入金 736万円 1.3％

企業債償還金
5億1,605万円
56.0％

配水管
布設替工事
1億4,930万円
16.2％

耐震化事業関連工事
2億円 21.7％

配水管布設
　　工事ほか
4,450万円 4.8％

損益勘定留保資金など
3億6,005万円

※収入が支出に対して不足する
　額は、減価償却費などの留保
　資金で補てんします。

（業務の予定量）

１.   給水戸数…………………

２.   年間総給水量…………

３.   一日平均給水量…………

11,200戸

3,762,000㎥

10,307㎥

19年度下半期の業務状況

20年度予算

平成19年度水道事業下半期の業務状況と20年度予算をお知らせします。

水道事業のお知らせ水道事業のお知らせ

※消費税相当分を
　除いて表示 　

十
日
町
市
民
環
境
会
議
は
、「
環
境
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
民
・
事
業
者
・
行
政

が
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
組
織
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
を
会
員
と
し
て
「
緑
豊
か
で
、
潤
い
と

安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
十
日
町
」
の
実
現
を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動
に

つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
か
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
、
市
民
に
よ
る
「
環
境
」
の
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
あ
な
た
も
、
あ
な
た

の
会
社
も
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

部
会
を
中
心
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

　
会
で
は
、
ブ
ナ
林
な
ど
の
自
然
環
境
保

全
活
動
、
ご
み
の
減
量
化
や
環
境
美
化
活

動
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
、
環
境
学
習

や
講
演
会
の
開
催
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
レ
ジ
袋
減
量
化
の
取
り
組
み
な
ど
、

活
動
に
応
じ
た
部
会
を
立
ち
上
げ
て
関
心

の
あ
る
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
環
境
会
議
入
会
方
法

　
入
会
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
直
接
事

務
局
に
提
出
す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
e
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
入
会
申
込
書
は
事
務
局
に
請
求
す
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
ま

す
）
な
お
、
会
員
に
は
会
報
誌
（
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
）
を
送
付
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
年
会
費
な
ど
で
運
営

　
市
民
環
境
会
議
は
会
員
の
年
会
費
や
寄

附
金
な
ど
で
運
営
し
ま
す
。
年
会
費
は
、

指
定
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
む
か
、
直
接

事
務
局
へ
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
会
へ
加
入
申
込
み
を
し
た
人

に
は
、
別
途
設
立
総
会
案
内
通
知
、
会
費

納
入
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
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新
緑
の
も
と
に
大
名
行
列

万
一
に
備
え
て
救
命
講
習

　
こ
の
た
び
、
浦
田
地
区
協
議
会
で
は
、

自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

助
成
を
受
け
て
、
浦
田
交
流
体
験
施
設
に

寝
た
き
り
防
止
用
の
運
動
器
具
や
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
機
器
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
の
た
め
、
宝
く
じ
の
収
益
金

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
浦
田
地
区
で

は
、
農
業
・
自
然
・
食
・
工
芸
な
ど
の
地

域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
た
め
、
同
施
設
を
利
用
し
て
お
年
寄

　
地
域
活
性
化
に
期
待

　
　
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
で
設
備
整
備

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
世
代
を
超
え
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
作
り
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
弁

当
配
達
や
声
か
け
運
動
の
ほ
か
、
そ
ば
打

ち
体
験
や
ち
ま
き
作
り
な
ど
郷
土
料
理
伝

承
の
た
め
の
三
世
代
料
理
教
室
、
地
域
の

お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た
お
茶
の
間
広
場

の
開
催
な
ど
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
、
整
備
し
た
機
器
を
活
用

し
、
さ
ら
な
る
地
域
文
化
の
振
興
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

高齢者と浦田小学校児童との交流

整備された備品

キョロロの森の花ごよみ調査
　６月21日㈯、

キ ョ ロ ロ の 森

（ 松 之 山 松 口 ）

で、「森の学校」

キョロロと松之

山自然友の会が

共同で里山の花

ごよみ調査を行いました。調査といっても、いた

って簡単。参加者みんなで、わいわいがやがや、

咲いている花を探して記録していくだけ。この日

は、人知れず咲き誇っていたカキツバタの群落を

発見したり、だれもが気付かず踏み付けていたご

くごく小さな花を見つけたり、全部で53種もの

植物の開花が観察できました。

　この花ごよみ調査は、毎月第３土曜日午後から

行っています。次回７月19日㈯は、エゾアジサ

イが咲き、秋の花たちが姿を見せる時期。身近な

里山の自然に、いっしょに目を向けてみませんか。

※問合せは

　「森の学校」キョロロ（電話595-8311）へ

　６月18日㈬、松之山グラウンドで第59回新潟県消防

大会ポンプ繰法競技会の結団式と激励会が行われまし

た。県消防大会は、８月３日㈰、西小学校グラウンドで

開催されます。この競技会に十日町地区支会代表として、

松之山方面隊から布川地区の第３分団選抜チームが、小

型ポンプの部で出場することとなりました。選抜チーム

は、４月中旬から練習を開始し、ちょうど中間に当たる

この日、地区支会長、消防長はじめ関係者、来賓の見守

る中で見事な繰法を披露しました。来賓の津南町消防団

大見幸雄副団長は、「津南町消防団も小型ポンプ繰法に

出場しますが、津南町と松之山方面隊で優勝争いできる

よう、お互いに頑張ってほしい」とチームを激励。チー

ム代表として若月修

一分団長は、「あと

45日しかありませ

んが、優勝を目指し

て頑張ります」と力

強く話しました。

　皆さんの応援をお

願いします。

　たばこ業界では、喫煙マナーの向上を目指し、

全国で環境美化活動を展開しています。

　十日町たばこ販売協同組合でも女性部（戸田

さち子部長）が主体となり、６月11日㈬に市

内各地で清掃活動を実施しました。この活動は

川西地域でも行われ、吸い殻はもちろんのこと、

ペットボトルや空き缶なども回収されました。

　このような有志の皆さんの活動を尊重し、た

ばこのポイ捨てはやめて、美しい郷土を守りま

しょう。

　
ふ
れ
あ
い
運
動
会
で
歓
声

守りましょう！喫煙マナー

環境美化活動の様子

　
な
か
ま
の
家
（
鴫し

ぎ
は
ら原
武
夫
施
設
長
）
の

ふ
れ
あ
い
運
動
会
が
、
６
月
15
日
㈰
、
川

西
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
な
か
ま
の
家
と
市
内
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
利
用
者
や
在
宅
者
、
そ
の
家
族

な
ど
約
２
３
０
人
が
参
加
。
川
西
中
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
も
大
会
運
営
の

手
伝
い
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
鴫
原
施
設
長
が
、「
け
が

な
ど
の
な
い
よ
う
に
、
楽
し
い
一
日
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
選
手

代
表
の
長
谷
川
さ
ん
・
滝
沢
さ
ん
が
、「
頑

張
り
ま
す
!!
」
と
力
強
い
選
手
宣
誓
を
行

い
、
競
技
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
午
前
の
部
・
午
後
の
部
に
分

け
て
全
７
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。『
パ

ン
食
い
レ
ー
ス
』
や
『
玉
入
れ
競
争
』
で

は
、
利
用
者
、
在
宅
者
の
皆
さ
ん
や
家
族

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
来
賓
や
職
員
も
全

員
参
加
で
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
展
開
に
会

場
全
体
か
ら
歓
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。
休
憩
時
間
に
は
、
施
設
職
員
が
器
械

体
操
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
、
参

加
者
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

白熱した玉入れ競争

　
６
月
19
日
㈭
、
川
西
中
学
校
の
教
師

18
人
が
、
救
急
救
命
士
か
ら
救
命
講
習

を
受
け
ま
し
た
。
ま
も
な
く
始
ま
る
プ

ー
ル
授
業
や
今
後
行
わ
れ
る
体
育
祭
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
行
事
で
、
万
一

の
場
合
を
想
定
し
、
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
講
習
で
は
、
基
本
と
な
る
心
肺
蘇
生

法
か
ら
、
近
年
普
及
が
進
む
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

適
切
な
取
り
扱
い
や
搬
送
法
、
止
血
法

な
ど
実
技
中
心
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
受

講
者
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
講
師
の
消
防
署
職
員
は
、「
皆

さ
ん
が
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

と
て
も
内
容
の
濃
い
講
義
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
講
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
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気力・体力生かして頼られる自分に

　
愛
知
県
生
ま
れ
で
、
小
学
６
年
の
と
き
に
十
日
町

市
に
来
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
が
大

学
を
卒
業
し
た
と
き
、
迷
わ
ず
十
日
町
で
働
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。４
月
か
ら
約
１
か
月
の
研
修
を
終
え
、

社
会
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
が
、
机
上
で
は
学

べ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合

い
で
き
る
よ
う
に
早
く
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ず
っ
と
野
球
少
年
で
、
高
校
１
年
の
と
き
に
甲
子

園
に
行
き
ま
し
た
。ス
タ
ン
ド
で
の
応
援
で
し
た
が
、

あ
の
感
激
は
忘
れ
ま
せ
ん
。厳
し
い
練
習
を
こ
な
し
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
得
ら
れ
る
成
果
。
そ
の
大
切
さ
を

監
督
や
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
経

験
が
ず
っ
と
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
気
力
と

体
力
に
は
自
信
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
自
分
の
取

り
柄
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、「
コ

イ
ツ
に
任
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
」
な
ん
て
頼
ら
れ
る

社
会
人
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

◯37

37

久保田　悠
　　　　ちゃん

くぼた　ゆうちゃん
平成16年５月19日生まれ
新田

　ブロックで車を作るのがとっても上手なゆうちゃん
は、元気いっぱい３兄弟の末っ子。大好きなパパが行く
ところにはどこにでもついていきます。毎朝、パパが仕
事に出かけるのがちょっとさみしいゆうちゃんです。

柳　靖太
　　　　ちゃん

やなぎ　せいたちゃん
平成16年６月22日生まれ
湯本

　ちょっとはずかしがりやさんだけど、保育園で
は友だちいっぱいのせいたちゃん。「大きくなっ
たらゲキレッドになる！」と宣言するせいたちゃ
んは、今も妹を大事にする心優しいヒーローです。

昨
年
、
10
代
と
20
代
の
人
を
中
心

に
全
国
で
麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流

行
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か

ら
麻
し
ん
の
撲
滅
を
図
る
た
め
、
従

来
の
第
１
期
と
第
２
期
に
加
え
、
中

学
１
年
生
及
び
高
校
３
年
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
麻
し
ん

風
し
ん
予
防
接
種
の
第
３
期
と
第
４

期
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
１
回
し
か
受
け
て
い
な
い

世
代
に
対
し
て
２
回
目
の
接
種
機
会

を
設
け
、
麻
し
ん
に
対
す
る
免
疫
効

果
を
高
め
る
と
同
時
に
風
し
ん
も
予

防
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
今
後
５

年
間
継
続
さ
れ
ま
す
（
下
表
参
照
）。

麻
し
ん
は
、
１
回
の
予
防
接
種
で

95
％
以
上
の
人
が
免
疫
を
獲
得
し
ま

す
が
、
残
り
の
５
％
未
満
の
人
は
免

疫
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
度
は

免
疫
を
獲
得
で
き
た
人
で
も
、
そ
の

程
度
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
予
防
接

種
を
受
け
て
か
ら
年
数
が
た
つ
と
、

徐
々
に
免
疫
が
低
下
し
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
予
防
接
種
を
２
回
受
け
る
こ
と

に
よ
り
ほ
ぼ
１
０
０
％
免
疫
を
獲
得

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
第
３
期
及
び
第
４

期
の
対
象
者
に
は
、
４
月
に
詳
細
を

通
知
し
ま
し
た
。
ま
だ
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 問合せ 健康支援課母子保健係

TEL757-9759（内線 124）

中
１
と
高
３
の
年
齢
の
人
は

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い

第３期（中学１年生相当年齢） 第４期（高校３年生相当年齢）

平成20年度 平成７年４月２日～平成８年４月１日生 平成２年４月２日～平成３年４月１日生

平成21年度 平成８年４月２日～平成９年４月１日生 平成３年４月２日～平成４年４月１日生

平成22年度 平成９年４月２日～平成10年４月１日生 平成４年４月２日～平成５年４月１日生

平成23年度 平成10年４月２日～平成11年４月１日生 平成５年４月２日～平成６年４月１日生

平成24年度 平成11年４月２日～平成12年４月１日生 平成６年４月２日～平成７年４月１日生

麻しん風しん予防接種（第３期・第４期）の年度別対象者

●問合せ　市民生活課環境政策室生活環境係　☎757-3187

電話を受けたら、まず確認！あわてないで！冷静に！
①「すぐにお金を振り込んで」という電話を受けたら、「詐欺だ！」と
疑ってみてください。振り込む前に、兄弟・子ども・孫や警察などに
相談しましょう。
②子どもや孫を名乗ってお金を請求されたら、「生年月日」や「結婚記
念日」を言わせるなど本人の確認をしてください。
③そもそも、すぐに振り込まなければならない示談金というようなもの
はありません。また、警察が示談の仲介をすることはありません。
④弁護士や保険会社が事故直後に示談金の振り込みを電話やハガキで勧
めることはありません。
⑤税務署や社会保険庁、市役所がＡＴＭの操作を指示することはありま
せん。
⑥脅迫めいた言動を受けたときは、毅然とした態度で接し、すぐに警察
に通報してください。

７月22日㈫〜31日㈭
夏の交通事故防止運動
〜夏の道　いつもこころに　ゆずり「愛」〜
◎飲酒・居眠り・無謀運転の追放

　平成19年の人身事故原因における十日

町警察署管内の飲酒運転の割合は2.2％で、

県平均の1.0％に比べ高い割合となってい

ます。「飲んだら乗らない　乗るなら飲ま

ない」を実践しましょう。飲酒運転は、運

転者はもちろん、お酒を提供した人や車を

提供した人も罪に問われます。

　居眠り運転は大きな事故の要因の一つ。

眠気を感じたら運転を中止し、仮眠をとる

など眠気を完全に覚ましてから運転を開始

しましょう。

　スピードの出し過ぎや無理な追い越しは

重大事故の元です。運転するときは時間に

ゆとりを持ちましょう。

◎すべての座席のシートベルトの着用

　６月１日から全席シートベルト着用が義

務化されました。シートベルトの重要性を

認識し、正しい着用を習慣付けましょう。

チャイルドシート着用は親の愛です。大切

な子どもの命を守りましょう。

家族が被害にあわないために
①緊急時の連絡先として、自分の携帯や勤務先、友人の電話番号を家族
に伝え、いつでも確実に連絡が取れるようにしておきましょう。
②家族で本人確認のための「合言葉」を決めておくと効果的。学校名簿
などを使い、相手が住所や家族の名前を知っている可能性があるので、
「好物」や「記念日」など家族しか知らない事実を合言葉にしましょう。

振り込め詐
さ ぎ

欺の被害が多発しています！
次の被害者はあなたかもしれません！
　被害にあった人のほとんどが、「振り込め詐欺は知っていたけど、まさ
か自分が被害にあうなんて…」と話しています。手口が悪質・巧妙になっ
ている振り込め詐欺。他人事とは思わないで、あわてずに対処しましょう。

関口　佳典 さん
1985年生

JA十日町川治支店勤務

先月の田中悠里さんからのバトンタッチ。
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我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係☎757-3112（内線213）まで



楽
し
く
学
ぶ
　
交
通
安
全

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
そ
う

　６月20日㈮、青年海外協力隊平成20年度１次隊として派遣される
３人が田口市長を訪問しました。ベトナムの養護学校へ美術を教えに
いく奥平百合さん（松代・34歳、写真右）は、「子どもたちとの生活
の中で、彼らが経験したことがないものを伝えたり、逆に彼らから学
んだりして楽しんできたい」と話し、バングラデシュで環境教育を担
当する高橋真友子さん（西本町３・28歳）は、「現地の人とたくさん
コミュニケーションを取り、楽しみながらごみ問題に関心を持っても
らいたい」と話しました。また、モルディブに小学校教諭として赴任
する藤田理生さん（干溝・22歳）は、「持ち前の明るさで、まずは現
地の人と仲良くなることから活動を始めたい」と抱負を語りました。

　

交
通
安
全
教
育
車
「
ゆ
き
つ
ば
き
号
」
で
県

内
の
幼
・
保
育
園
や
高
齢
者
施
設
な
ど
を
指
導

に
訪
れ
る
交
通
安
全
教
室
が
６
月
26
日
㈭
・
27

日
㈮
の
２
日
間
、
市
内
の
園
児
を
対
象
に
３
会

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
警
察
本
部
交
通

企
画
課
の
堀
川
幸
子
さ
ん
・
高
橋
加
代
子
さ
ん

は
、
腹
話
術
や
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
危
な

い
子
探
し
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
実
習
な
ど
で

子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
交
通
マ
ナ
ー
を

指
導
。「
し
っ
か
り
止
ま
る
、左
右
を
よ
く
見
る
、

手
を
挙
げ
て
渡
る
」
な
ど
道
路
を
渡
る
と
き
の

約
束
を
し
て
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
㈫
、
十
日
町
・
津
南
地
区
保
護
司

会
と
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る
〝
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
”
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
セ
ン
タ

ー
ク
ロ
ス
や
シ
ル
ク
モ
ー
ル
な
ど
市
内
５
か
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
地
域
社
会
の
中
で
支
え
て
い
く
更
生
保
護
へ

の
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
、
今
年
で
58
回
を
数
え
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
買
い
物
客
な
ど
一
人
ひ
と

り
に
花
の
種
な
ど
を
配
り
な
が
ら
、
更
生
保
護

へ
の
理
解
と
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

大きな希望を抱いて　青年海外協力隊

花で美しい商店街へ自然に触れリフレッシュ！ランドマークツアー

　十日町TMO主催による花いっぱい運動の花の植え替え作
業が、６月21日㈯に十日町地域の中心商店街で行われまし
た。商店街を美しくしようと始めて５年目となった今回の植
え替え作業には、高田町１丁目商店街振興組合をはじめとす
る10の商店街が参加しました。花いっぱい運動のリーダー
を務める小川五郎さん（高田町１・60歳、写真左）は、「今
回はベコニアのほか、初めてメランポジウム、インパチェン
スを植えました。花があると商店街が華やかに見えますね。
きれいな花の咲く商店街をゆっくり歩いて楽しんでくださ
い」と話していました。

　６月22日㈰、中里の自然を楽しむ「初夏のランドマーク
ツアー」が行われました。市内外から参加した19人は清津
峡を出発し、かやぶき民家が里山風情を感じさせる西方集落
へ。きれいな山野草や野鳥の声にいやされながら到着した清
田山キャンプ場で、山菜具たくさんの豚汁に舌鼓を打ちまし
た。昼食後は木のトンネルを潜ったり、枝をまたいだりと、
ケモノ道のトレッキングにも挑んでいました。小千谷市から
参加した春日八千代さんは、「アカショウビンを清田山で見
られて感激しました」と、次回10月26日㈰の「秋のランド
マークツアー」に期待を込めていました。

　

６
月
28
日
㈯
、
か
け
は
し
講
演
会
が
千
手
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
家
庭
教
育

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
全
国
で
３
、０
０
０
回
を

超
え
る
講
演
を
行
っ
て
き
た
内
田
玲
子
さ
ん
。

講
演
で
は
、
最
近
の
悲
惨
な
事
件
も
例
に
取
り

上
げ
、「
子
ど
も
の
教
育
の
原
点
は
家
庭
教
育
に

あ
り
。
幼
児
期
に
い
か
に
子
育
て
に
か
か
わ
っ

て
き
た
か
が
思
春
期
に
出
て
き
ま
す
。
心
の
サ

イ
ン
は
間
に
合
う
と
き
に
出
て
く
る
の
で
、
サ

イ
ン
が
出
て
く
る
こ
と
は
プ
ラ
ス
」
と
分
か
り

や
す
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
講
演
会
の
後
は
、

参
加
者
に
よ
る
懇
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　６月29日㈰、震災復興イベント「第２回心にやすらぎを…それは
相撲と歌で書」が開催され、会場の川西総合体育館には約430人が詰
めかけました。武蔵川部屋力士による相撲では、雅山関や出島関と子
どもたちとの取組が行われ、小さな力士たちが力いっぱい押してもび
くともせず、逆に軽々と持ち上げてみせる両力士に観客は大喜び。相
撲の禁じ手を分かりやすく解説する「初

しょ

っ切
き

り」なども披露され、ユ
ーモアをふんだんに盛り込んだ力士たちの熱演が観客の笑いを誘って
いました。ほかにも仙田子供樽太鼓の演奏や平野壮弦さんの書芸パフ
ォーマンス、高野千恵さんのコンサートが行われ、来場者は多彩な催
しを満喫していました。

相撲と歌と書で地元を元気に

家
庭
教
育
の
根
っ
こ
に
あ
る
も
の
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●申込み・問合せ＝

　各回の前日までに、申込書を博物館（☎757-5531）に提出

「森の学校」キョロロ
７月の里山体験プログラム
　詳細は問い合わせてください。（小
学３年生以下は保護者の同伴が必要）
●参加費　大人500円、小・中・高生
　300円（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　「森の学校」キョロロ☎595-8311

※集合場所：大厳寺管理棟前

日時・テーマ

19日㈯午後１時30分〜４時30分
花カレンダー調査

20日㈰午後１時30分〜３時
森と田んぼの生き物探険

21日（海の日）午後１時30分〜３時
山の幸探険

26日㈯
午前４時30分〜７時30分：探鳥会
午前７時30分〜８時30分：田んぼの生き物調査
午後１時30分〜３時：里山の生き物探険
午後１時15分〜４時：昆虫標本づくり
午後８時〜９時：夜の昆虫探険※

27日㈰午後１時30分〜３時
トンボとヤゴ探険

平成20年度
博物館講座

　博物館講座では昨年から、私たちの故郷・魚沼の話題を取り上げてい

ます。今年は、この魚沼の歴史を順に追いながら学んでいきます。

●受講料＝無料　　●講義時間＝各回とも午後１時30分〜３時30分

●
日
時
＝
８
月
３
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
無
料
●

テ
ー
マ
＝
「
し
あ
わ
せ
脳
に
育
て
よ

う
〜
子
育
て
に
外
せ
な
い
金
の
ル
ー

ル
〜
」
●
講
師
＝
黒
川
伊
保
子
さ
ん

（
㈱
感
性
リ
サ
ー
チ
代
表
取
締
役
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
18
日
㈮

ま
で
に
学
校
教
育
課
指
導
係
（
内
線

３
１
２
） 

●
日
時
＝
①
７
月
26
日
㈯
②
30
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
●
会
場

＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
演
目

＝
①
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー

無
人
島
の
冒
険
」「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大

帝
全
４
巻
」
②
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
ー
」「
い
の
ち
の
あ
さ
が
お
」（
い

ず
れ
も
時
間
内
繰
り
返
し
上
映
）
●

問
合
せ
＝
十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
（
情
報
館
内
☎
７
５
０
―
５

１
０
１
） 

　
７
月
20
日
㈰
は
開
館
５
周
年
記
念

市
民
無
料
デ
ー
で
す
。
●
会
期
＝
７

月
16
日
㈬
〜
９
月
15
日
（
敬
老
の
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４

時
30
分
ま
で
）
●
会
場
＝
「
森
の
学

校
」
キ
ョ
ロ
ロ
●
休
館
日
＝
毎
週
火

曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
※
８

月
は
無
休
●
入
場
料
＝
大
人
５
０
０

円
、
小
・
中
・
高
生
３
０
０
円
●
問

合
せ
＝
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５
―
８
３
１
１
）

　「
精
神
障
害
」
へ
の
理
解
を
深
め
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん

か
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
７
月
29
日
㈫
〜
８
月

１
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午
●
会
場
＝

な
ご
み
の
家
●
対
象
＝
市
内
ま
た
は

津
南
町
在
住
で
全
日
程
に
参
加
で
き

る
人
●
受
講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
20

人
程
度
●
内
容
＝
講
義
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
ほ
か
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
７
月
25
日
㈮
ま
で
に
十
日
町
保
健

所
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
０
） 

　
千
手
観
音
の
例
祭
。
歌
謡
シ
ョ
ー

や
露
店
、
花
火
大
会
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
16
日
㈬
午
後
７
時
30

分
〜
●
会
場
＝
千
手
観
音
（
伊
友
）

●
問
合
せ
＝
十
日
町
市
観
光
協
会
川

西
支
部
（
☎
７
６
８
―
４
９
５
１
） 

　
田
代
集
落
の
伝
統
芸
能
「
神
楽
」

や
「
水
取
神
事
」
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
20
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
七
ツ
釜
公

園
（
釜
川
上
流
）
●
問
合
せ
＝
十
日

町
市
観
光
協
会
中
里
支
部
（
☎
７
６

３
―
３
１
６
８
） 

　
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
る
事
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。
●
日
時
＝

７
月
14
日
㈪
午
後
７
時
〜
●
会
場
＝

十
日
町
商
工
会
議
所
●
入
場
料
＝
無

料
●
定
員
＝
１
５
０
人
●
講
師
＝
齋

藤
一
成
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
―
Ａ
Ｍ
Ｐ
局

長
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議

所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
） 

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
、
県
信
用
保

　足腰の弱い人、体力に自信がな
い人でも楽しく運動できます。
●日時：８月〜10月の毎週月〜金
　曜日午前10時〜11時（曜日ごと
のコースで各全９回）
　※水曜日は午後７時30分〜
　　８時30分の夜コース
●会場：ミオンなかさと
●参加費：各コース8,000円
　※入館料１回500円が別途必要
●定員：各コース20人

【送迎バス】
　中里地域巡回バスを運行しま
す。曜日によって巡回する地区が
異なりますので、詳しくは問い合
わせてください。※水曜夜コース
の送迎はありません
●申込み・問合せ：
７月22日㈫までに中里支所市民課
健康支援係 ☎763-3121

期日 会場 タイトル・内容 講師

４
回
シ
リ
ー
ズ

第１回 ７月19日㈯ 博物館
原始の魚沼

ー縄文時代を中心にー

石原正敏さん
（十日町市教育委員会）

第２回 ７月26日㈯ 博物館
古代の魚沼

ー古墳時代を中心にー

安立　聡さん
（南魚沼市教育委員会）

第３回 ８月２日㈯ 情報館
中世の魚沼

ー魚沼地方の　　　　
　中世城館跡の特徴ー

鳴海忠夫さん
（新潟県考古学会）

第４回 ８月９日㈯ 情報館 魚沼楽（学）のススメ
佐藤雅一さん

（津南町教育委員会）

５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０

円
●
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館

（
☎
７
５
２
―
７
２
０
２
）

●
日
時
＝
７
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
●
会
場
＝
仙
田
体
験
交
流

館
キ
ラ
リ
●
内
容
＝
▼
午
前
11
時

〜

：

山や
ま

笠が
さ

フ
リ
ス
ビ
ー
大
会
▼
午
後

１
時
〜

：

お
ら
ど
こ
の
よ
さ
こ
い
祭

ほ
か
●
問
合
せ
＝
仙
田
体
験
交
流
館

キ
ラ
リ
（
☎
７
６
１
―
２
０
０
８
） 

●
日
時
＝
７
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
５
時
（
開
場
１
時
）
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
前
売
り
大
人

２
、
５
０
０
円
（
当
日
３
、
０
０
０

円
）、
小
・
中
学
生
１
、
０
０
０
円
（
当

日
１
、５
０
０
円
）
●
テ
ー
マ
＝
「
ツ

キ
を
呼
ぶ
魔
法
の
言
葉
〜
心
を
豊
か

に
す
る
お
金
の
ル
ー
ル
〜
」
●
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い
・
問
合
せ
＝
㈲
ブ
レ
イ

ン
（
☎
７
５
７
―
２
６
８
４
） 

●
日
時
＝
８
月
２
日
㈯
午
後
６
時
〜

８
時
●
会
場
＝
三
好
園
園
庭
（
下
条

中
央
通
り
）
●
内
容
＝
夜
店
、
盆
踊

り
、
花
火
な
ど
●
問
合
せ
＝
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
☎
７
５
６

―
２
１
０
６
） 

　
迫
力
の
あ
る
生
の
演
劇
を
観
て
み

ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
７
月
19
日
㈯

午
後
７
時
〜
（
開
場
６
時
30
分
）・

20
日
㈰
午
後
２
時
〜
（
開
場
１
時
30

分
）
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料

＝
前
売
り
１
、
０
０
０
円
（
当
日
１
、

２
０
０
円
）、
高
校
生
以
下
無
料
●

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
中
央
公
民
館
、

情
報
館
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
二
瓶
（
☎
０

９
０
―
７
８
１
６
―
７
７
３
４
）

●
日
時
＝
８
月
２
日
㈯
午
後
５
時
〜

９
時
●
会
場
＝
高
田
町
１
丁
目
歩
行

者
天
国
●
内
容
＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
鬼
太
鼓
座
演
奏
な
ど
【
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
中
】
申
込

み

：

滝
沢
（
☎
０
９
０
―
１
４
０
８

―
１
７
５
８
）
●
問
合
せ
＝
樋
口
（
☎

０
９
０
―
１
９
３
８
―
３
１
１
１
）

　
一
足
早
く
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
●
日
時
＝
７
月
23
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
市

民
体
育
館
●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
田
口
（
☎
７
５
２
―
２
６
８
３
）

●
日
時
＝
７
月
21
日
（
海
の
日
）
午

前
9
時
〜
●
集
合
場
所
＝
枯
木
又
交

流
施
設
「
の
っ
と
こ
い
」
●
参
加
費

＝
無
料
●
講
師
＝
南
雲
敏
夫
さ
ん
●

持
ち
物
＝
雨
カ
ッ
パ
・
長
靴
・
帽
子
、

で
き
れ
ば
バ
ケ
ツ
・
網
な
ど
ほ
か
に

必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
●
問
合
せ
＝

山
田
（
☎
７
５
９
―
２
３
１
７
） 

●
会
期
＝
７
月
12
日
㈯
〜
９
月
29
日

㈪
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
（
南

魚
沼
市
）
●
休
館
日
＝
毎
週
水
曜

日
※
８
月
は
無
休
●
入
場
料
＝
一
般

６
０
０
円
、
小
・
中
・
高
生
３
０
０

円
（
20
人
以
上
で
団
体
割
引
あ
り
）

●
問
合
せ
＝
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト

美
術
館
（
☎
０
２
５
―
７
７
５
―

３
６
４
６
）

　
プ
ー
ル
開
設
期
間
中
は

（ ）
内
の
番

号
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ミオン水中体操教室
参加者募集

証
協
会
、
丸
経
資
金
、
市
・
県
制
度

融
資
な
ど
、
夏
期
決
済
資
金
や
賞
与

等
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月

22
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
●
会

場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
持
参
す

る
も
の
＝
過
去
２
期
分
の
決
算
書
・

申
告
書
、
直
近
の
試
算
表
、
印
鑑
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
18
日
㈮
ま

で
に
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５

７
―
５
１
１
１
） 

　
銅
版
画
家
・
鶴
巻
貴
子
さ
ん
の
作

品
約
50
点
を
展
示
中
。
７
月
19
日
㈯

午
後
２
時
か
ら
本
人
に
よ
る
作
品
解

説
会
を
開
催
し
ま
す
。
●
会
期
＝
〜

７
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）
●

会
場
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館
●
休
館

日
＝
毎
週
火
曜
日
●
入
場
料
＝
一
般

施設名 開設期間 開場時間 定休日 使用料 問合せ

市民プール

７月26日㈯〜
８月24日㈰

午前９時〜午後６時
（８月13日㈬以降は午後５時まで）

な
し

高校生以上
300円、

小・中学生
200円、
幼児

100円

752-4377
（752-0737）

松代プール

午前９時〜午後５時

597-2301
（597-3607）

室野プール 597-2301
（598-2715）

蒲生プール 597-2301
（597-3273）

松之山　　
　　プール 午前10時〜午後５時 596-2265

（596-2194）

魚沼を学ぶ魚沼を学ぶ魚沼を学ぶ

20市報とおかまち『だんだん』平成20年7月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成20年7月10日号21

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

人
権
啓
発
講
演
会

夏
休
み
子
ど
も
上
映
会

十
日
町
Ｔ
Ｍ
Ｏ
街
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
「
1
0
0
円
商
店
街
」

金
融
相
談
会

千
手
観
音
十
七
夜
祭
り

七
ツ
釜
ま
つ
り

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

森
を
支
え
る
小
さ
な
戦
士

〜
落
ち
葉
の
下
の
い
き
も
の
展
〜

精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

星
と
森
の
詩
美
術
館

鶴
巻
貴
子 

銅
版
画
展

震
災
復
興
祈
念
第
７
回

キ
ラ
リ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

五
日
市
剛
さ
ん
講
演
会

三
好
園
納
涼
大
会

第
20
回 

劇
団
御
の
字
公
演

ア
ロ
ー
ン
・
ア
ゲ
イ
ン

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
え
る
の
調
査
を
し
ま
す
！

軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館

富
岡
惣
一
郎
　
白
の
世
界

夏
ー
山
・
花
火

コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

市
内
の
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す



　市総合体育館では、運動経験がない人でも安心して楽しく体力づくりができるよう、

教室や無料体験講座を開催しています。下記の教室のII期参加者を募集中です。

健康づくりのために！
寝たきり予防のために！
ダイエットのために！

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

ヨガ教室
【１コース10回】

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース10回】

内容

足腰への負担が少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
◎対象：15歳以上
　　　　（中学生不可）

〔パワーヨガ〕
姿勢を保持するために
必要な筋力向上を大き
な目的とします。
◎対象：15歳以上　
　　　　（中学生不可）

初心者から慣れてきた
人を対象に、徐々にレ
ベルをあげていく基本
的な教室です。
◎対象：15歳以上
　　　　（中学生不可）

寝たきりにならないよ
うに、筋肉や骨・脳を
刺激し、体を鍛える運
動をします。
◎対象：おおむね
　　　　50歳以上

開催
期間

７月７日〜９月29日
※７月21日・８月25日
・９月15日を除く

７月３日〜９月11日
※８月14日を除く

７月10日〜９月18日
※８月14日を除く

７月４日〜９月26日
※７月18日・８月15日
・９月19日を除く

時間
月曜日【昼】

午前10時〜11時15分
木曜日【昼】

午前10時〜11時15分
木曜日【夜】

午後７時30分〜８時45分
金曜日【昼】

午前10時〜11時15分

費用

参加費（１コース分）2,000円

施設使用料（毎回）200円または定期券
※１か月以上の定期券を持っている人は参加費のみ

申込み・問合せ　市総合体育館　☎ 752-4377

※中里・松之山地域は津南地域衛生施設組合
　（☎765-3495）へ問い合わせてください

【料金表（十日町・川西・松代地域）】

寄付ありがとう
６月25日届出分まで(敬称略)

●地域福祉基金へ＝㈱サクセス（61,500

円）根津高明（上野・30,000円）

●情報館へ＝登坂健二郎（駅通り）村山

早苗（田沢本村）市川百合子（松代）花

ケ前盛明（上越市）森本靖（大阪府大阪市）

●博物館へ＝十日町商事㈱（本町３）根

津英作（川原町）廣井洋介（長岡市）

　
薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
普
及
運
動
が
７
月
19
日
㈯
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
を
中

心
に
世
界
中
で
急
増
し
て
い
る
麻
薬

や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、
心
や
体
を

む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
の

崩
壊
や
悲
惨
な
事
件
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
薬
物

乱
用
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療

係
（
内
線
１
２
７
）

　
自
己
搬
入
の
場
合
は
重
量
に
応
じ

た
料
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
袋

に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
材

質
が
混
在
し
て
い
る
ご
み
は
分
解
し

て
材
質
ご
と
に
分
け
る
な
ど
、
あ
ら

か
じ
め
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
空
き

缶
以
外
の
鉄
・
ア
ル
ミ
類
は
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
か
、
井
上
商
店

に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５
２
―

３
９
２
４
）

　
県
で
は
、
小
木
・
直
江
津
航
路
の

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

佐
渡
へ
の
旅
に
は
こ
の
航
路
を
利
用

し
た
格
安
ツ
ア
ー
「
び
っ
く
り
黄
金

パ
ッ
ク
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。【
日

帰
り
パ
ッ
ク
】
●
料
金
＝
大
人
６
、

８
０
０
円
、
小
学
生
４
、
５
０
０
円

（
乗
船
代
・
島
内
交
通
費
・
昼
食
代

な
ど
込
み
）【
マ
イ
カ
ー
民
宿
パ
ッ

ク
】
●
料
金
＝
大
人
２
人
３
４
、
０

０
０
円
（
乗
船
代
・
宿
泊
代
・
マ
イ

カ
ー
航
送
代
込
み
）
●
問
合
せ
＝
佐

渡
汽
船
㈱
直
江
津
総
合
案
内
所
（
☎

０
２
５
―
５
４
４
―
１
２
３
４
）

　
釣
っ
た
フ
グ
を
調
理
し
て
フ
グ
中

毒
に
な
る
人
が
県
内
で
増
え
て
い
ま

す
。
フ
グ
の
調
理
は
専
門
的
な
知
識

と
技
術
が
必
要
で
す
。
フ
グ
を
調
理

し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

十
日
町
保
健
所
（
☎
７
５
７
―
２
７

０
７
）

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
す

る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
賃
金
や
労
働
時
間
、
労

働
者
数
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
調
査
結
果

は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使
用
し

ま
す
。
７
月
下
旬
か
ら
８
月
末
ま
で

に
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
対
象

地
域
＝
下
条
１
〜
４
、
下
組
●
問
合

せ
＝
県
統
計
課
（
☎
０
２
５
―
２
８

５
―
５
５
１
１
）

　
Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川

で
の
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
ダ
ム

放
流
警
報
用
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
か
ら

放
流
を
す
る
と
き
は
警
報
を
流
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
安
全
な
場
所
へ
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
警
報
に
気
付
か

な
く
て
も
増
水
し
て
き
た
ら
急
い
で

待
避
し
て
く
だ
さ
い
。
※
７
月
20
日

㈰
〜
８
月
31
日
㈰
・
10
月
１
日
㈬
〜

11
月
９
日
㈰
は
増
水
が
早
い
の
で
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所

（
☎
０
２
５
８
―
82
―
２
７
０
２
）

　
県
バ
ス
協
会
で
は
、
７
月
31
日
㈭

ま
で
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
走
行
中

に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ

ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

降
り
る
と
き
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に

着
い
て
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
席
を

立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す

が
、
や
む
を
え
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
満
席
な
ど

で
立
っ
て
い
る
と
き
は
、
つ
り
革
や

握
り
棒
に
し
っ
か
り
と
つ
か
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
㈳
新
潟

県
バ
ス
協
会
（
☎
０
２
５
―
２
４
７

―
８
１
３
１
）

●
日
時
＝
８
月
３
日
㈰
午
前
８
時
30

分
〜
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館
●
種

目
＝
①
女
性
の
部
②
男
女
混
合
の
部

●
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
●
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
２
、

０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７

月
25
日
㈮
ま
で
に
、所
定
の
用
紙
（
申

込
み
先
に
配
置
）
に
記
入
し
高
橋
（
☎

０
９
０
―
３
３
３
３
―
４
１
４
３
）

　
20
年
９
月
１
日
付
け
採
用
の
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
里
支
所
長

（
身
分

：

嘱
託
職
員
）
を
募
集
し
ま

す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●
応
募
資

格
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
下
で
普
通
自

動
車
免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
人
●
給
与
な
ど
＝
社
会
福

祉
協
議
会
規
定
に
よ
る
●
選
考
方
法

＝
書
類
審
査
、
面
接
試
験
●
提
出
書

類
＝
試
験
申
込
書
（
社
協
本
所
・
各

支
所
に
配
置
）、
作
文
（
地
域
福
祉

全
般
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
自

己
ア
ピ
ー
ル
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
内
）
●
提
出
・
問
合
せ
＝

７
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
〒
９

４
８
―
０
０
８
２
本
町
２
十
日
町
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
庶
務
係
（
☎

７
５
０
―
５
０
１
０
）

　
21
年
４
月
に
入
学
す
る
学
生
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。【
学
科
】
●
募
集
定
員

＝
稲
作
経
営
科
40
人
程
度
、
園
芸
経

営
科
30
人
程
度
、
畜
産
経
営
科
10
人

程
度
●
受
験
資
格
＝
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

【
研
究
科
】
●
募
集
定
員
＝
10
人
●

受
験
資
格
＝
農
業
大
学
校
学
科
ま
た

は
農
業
課
程
履
修
の
短
大
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
●
問
合
せ
＝
新
潟
県
農

業
大
学
校
（
☎
０
２
５
６
―
72
―
３

１
４
１
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
受
付
期
間
＝
①
海
上
保
安
学

校

：

７
月
22
日
㈫
〜
８
月
５
日
㈫
②

海
上
保
安
大
学
校

：

８
月
28
日
㈭
〜

９
月
９
日
㈫
●
採
用
人
数
＝
①
約
１

５
０
人
②
約
45
人
●
身
分
・
給
与
＝

21
年
４
月
の
入
校
と
同
時
に
国
家
公

務
員
と
な
り
在
学
中
は
月
額
約
14
万

円
を
支
給
●
問
合
せ
＝
第
九
管
区
海

上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
（
☎
０

１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６
）

　
業
種
・
地
域
・
企
業
規
模
を
問
わ

な
い
産
業
見
本
市
の
出
展
募
集
で

す
。
●
会
期
＝
11
月
６
日
㈭
・
７
日

㈮
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝

新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
●
予
定

小
間
数
＝
１
８
０
小
間
（
先
着
順
）

●
出
展
料
＝
１
小
間
（
３
ｍ
×
３
ｍ
）

１
０
５
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
８
月
20
日
㈬
ま
で
に
新
潟
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
８
実
行

委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２
５
―
２
２

８
―
３
６
５
０
）

●
川
西
診
療
所
＝
18
日
㈮
午
後
休
診

●
倉
俣
診
療
所
＝
14
日
㈪
午
後
休
診

●
松
之
山
診
療
所
＝
14
日
㈪
午
前
休

診
・
15
日
㈫
終
日
休
診
・
17
日
㈭
終

日
休
診
・
18
日
㈮
午
前
休
診

　
川
西
診
療
所
で
は
、
８
月
４
日
㈪

か
ら
薬
の
処
方
方
法
が
院
外
処
方
と

な
り
ま
す
。
患
者
の
皆
さ
ん
に
は「
処

方
せ
ん
」
を
発
行
し
、
調
剤
薬
局
で

薬
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
医
療
を
行

う
た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
準
備
作
業

の
た
め
、
８
月
１
日
㈮
は
終
日
休
診

と
な
り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
川
西
診

療
所
（
☎
７
６
８
―
２
０
３
４
）

処理区分 量区分 料金

燃やすごみ
埋立てごみ

50㎏まで 350円

50㎏を
超すもの

10㎏ごとに
70円増

小動物の死体
（自己搬入のみ）１個につき 300円

(高) (笛)

▼
取
材
で
ホ
タ
ル
を
探
し
に
歩
き
回
り
ま

し
た
。
人
里
離
れ
た
場
所
で
は
飛
び
交
っ

て
い
ま
す
が
、
昔
は
近
く
の
川
や
田
ん
ぼ

で
当
た
り
前
に
見
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
ホ

タ
ル
も
、
最
近
す
っ
か
り
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。「
何
百
匹
、
何
千
匹
い
る
と
い

う
の
は
意
味
が
な
い
。
ホ
タ
ル
が
い
か
に

人
の
生
活
圏
の
中
で
発
生
す
る
か
が
大
事
」

と
話
す
樋
口
克
久
さ
ん
（
西
田
尻
）
の
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

▼
ホ
タ
ル
は
昆
虫
の
中
で
も
特
別
な
感
じ

が
し
ま
す
。
電
気
も
使
わ
ず
光
る
な
ん
て
、

な
ん
と
も
神
秘
的
な
昆
虫
で
す
。
取
材
先

で
は
初
め
て
見
る
無
数
の
光
に
感
動
し
た

観
光
客
が
い
す
に
腰
掛
け
て
静
か
に
酔
い

し
れ
て
い
ま
し
た
。
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
は
乱

獲
さ
れ
る
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
に
発
展

し
が
ち
で
す
。
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
里
山
の

貴
重
な
自
然
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

▼
世
界
的
な
原
油
の
高
騰
で
、
ガ
ソ
リ
ン
も

と
う
と
う
１
８
０
円
に
な
り
、
さ
ら
に
原
油

相
場
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
に
合
わ
せ

て
始
め
た
自
転
車
通
勤
も
、
天
気
を
見
計
ら

っ
て
少
し
ず
つ
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
さ
が
後
押
し
を
し

て
く
れ
そ
う
で
す
。

▼
原
油
高
騰
は
農
業
や
漁
業
も
直
撃
し
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
値
上
げ
と
い
う
形
で
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
電
気
・
ガ
ス
料
金
も
こ
れ
か

ら
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
中
、
自
転
車
も
乗

れ
な
く
な
り
、
暖
房
や
融
雪
に
灯
油
を
多
く

使
う
冬
が
一
番
影
響
を
受
け
、
本
当
に
大
変

な
の
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
自
転
車
だ
け
で

は
な
く
、
車
で
の
遠

出
を
控
え
た
り
、
エ

コ
生
活
を
工
夫
す
る

し
か
な
さ
そ
う
で
す
。

NEW
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

第
6
回
バ
レ
ー
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

国
保
診
療
所

7
月
の
臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

国
保
川
西
診
療
所
は

院
外
処
方
と
な
り
ま
す

新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

2
0
0
8
出
展
募
集
中

20
年
度
海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

新
潟
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
は

薬
物
乱
用
防
止
の
合
言
葉

ご
み
焼
却
場
に
自
己
搬
入

す
る
と
き
の
注
意

佐
渡
へ
行
く
と
き
は
直
江
津

港
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

フ
グ
は
釣
っ
て
も
食
べ
な
い
で

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

信
濃
川
の
増
水
に
注
意
！



宮
沢
美み

里さ
と

さ
ん（
２
年
）

　

動
物
や
昆
虫
、
く
だ
も
の
や
花
、
み
ん
な
地

球
の
卵
か
ら
生
ま
れ
た
絵
で
す
。
や
が
て
宇
宙

に
行
っ
て
宇
宙
人
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
み
ん

な
が
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
夢
を
見
ら
れ
る
、
そ

ん
な
楽
し
い
地
球
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
。

いっぱい　ゆめいっ
ぱい

髙橋　旭
あさひ

さん（１年）
　５月の運動会で、ぼくは玉入れをがんばりました。高いかごに入れるのはむずかしかったけど、玉をいっぱい投げました。そして、ぼくのいる赤組が勝ちました。とてもうれしかったです。

か
っ
た
よ
　
あ
か
ぐ
み

髙木　瞭
りょう

さん（３年）

　水沢小学校の桜はすごくきれいです。毎年春のお花
見給食がぼくは大好きです。１年生から６年生までの
縦割り班なので、入学したての１年生と仲良くします。
いっぱい絵の具を混ぜてきれいな絵にしました。

お
花
見
給
食

保坂実
み

希
き

さん（６年）
　修学旅行で佐渡に行きました。少ししか取れませんでしたが、砂金はとてもきれいで感動しました。手にした砂金を眺めている様子がうまく描けたと思います。

楽
し
か
っ
た
砂
金
と
り

宮澤聖
まさ

也
や

さん（５年）

　ビー玉で遊ぶゴルフゲームを作りま

した。家にあるものを材料にしたので、

工夫して作るのが難しかったです。く

ぎが太くて打つのに苦労しました。

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
れ

阿部萌
も

々
も

香
か

さん（４年）

　私が通っている水泳クラブで、合宿に行きました。
練習はとてもキツイけど、みんなでおいしいごはん
を食べると元気になります。私は背泳ぎが得意なの
で、将来はオリンピックを目指したいです。

楽
し
か
っ
た
水
泳
合
宿

24市報とおかまち『だんだん』平成20年7月10日号

■ 人　口  61,567人（－47） 男  30,126人（－7）  女  31,441人（－40）
■ 世帯数  19,986世帯（＋13） ６月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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